
大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に

つ
い
て

私
は
さ
き
に
本
誌
第
三
号
で
「
大
安
寺
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て
」
と
題

し
卑
見
を
述
べ
た
際
、
党
平
七
年
、
菅
原
道
貝
撰
と
し
て
偽
作
さ
れ
た

『
大
安
寺
縁
起
』
（
以
下
、
便
宜
上

『
克
平
縁
起
』
と
呼
ぶ
）
の
一
資
料
に

用
い
ら
れ
た
と
し
て
、

『
大
安
寺
碑
文
』
（
以
下
、
単
に
『
碑
文
』
と
呼
ふ
）

に
つ
い
て
些
か
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
（
第
2
邸
B
項
）
°
し
か
し
、
そ

の
時
は
諭
題
の
範
囲
上
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
な

お
諭
じ
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
『
碑
文
』
を
採

り
あ
げ
、
拙
考
を
明
ら
か
に
し
、
大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
。

『
碑
文
』
の
勒
さ
れ
た
も
の
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
写
し
も
ま
た
親

本
と
認
む
べ
き
も
の
が
な
い
が
、
現
在
最
も
古
い
写
本
が
京
都
醍
醐
寺
蔵

本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
二
年
の
国
書
刊
行
会

刊

『
続
々
群
書
類
従
』
第
ニ
ハ
所
収
の
『
碑
文
』
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
を
写

大

安

寺

碑

文

の

偽

作

年

代

に

し
た
徴
古
雑
抄
本
を
底
本
と
し
て
覆
刻
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
、
昭
和
二

六
年
に
藤
田
経
世
氏
が
同
寺
蔵
本
の
影
写
本
を
も
と
と
し
、

『
校
刊
美
術

史
料
』
第
一
四
輯
に
載
せ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
影
写
本
、
続
々
群

害
類
従
本
、
校
刊
美
術
史
料
本
の
三
本
を
適
宜
に
参
勘
利
用
し
た
。

さ
て
前
述
の
、
続
々
群
書
類
従
本
の
『
碑
文
』
に
つ
い
て
の
「
例
言
」

に
よ
る
と
、

（
碑
文
は
）
宝
亀
六
年
淡
海
三
船
の
撰
な
り
、
此
碑
今
伝
わ
ら
ざ
れ

ど
も
大
安
寺
の
由
来
と
移
転
地
と
を
知
る
に
は
此
文
最
も
確
実
な
る

徴
証
と
す
べ
し

と
あ
っ
て
、
三
船
の
真
撰
た
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
史
料
的
位
置
を
高
く

評
価
し
て
い
る
°
由
来
、
『
碑
文
』
が
過
去
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
認
め

ら
れ
、
有
力
な
史
料
と
し
て
仰
が
れ
た
か
、

に
つ
い
て
、
『
寛
平
縁
起
』

と
の
閲
係
以
外
は
管
見
す
る
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
そ
の
例
を
知
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
右
引
用
の
『
碑
文
』
評
価
と
は
別
に
、
こ
れ
が
後
世
の
偽
託
に

な
る
も
の
と
し
た
の
は
、
平
子
鐸
制
氏
を
も
っ
て
喘
矢
と
す
る
よ
う
で
あ

つ
い
て

月艮

部

匡

延
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段

起

句

・
結

句

自
「
原
夫
六
合
之
外
」

至
「
仏
法
伝
来
、
盗
有

縁
也
」

旨

仏
法
の
妙
趣
は
深
湛
に
し
て
、

本
朝
伝
来
の
有
縁
な
る
こ
と

淡

八
〇

字
数

る

m。
す
な
わ
ち
、
平
子
氏
は
『
碑
文
』
を
も
っ
て
、
僧
徒
の
手
に
よ
り

長
和

(
1
0
1
―
―
去
）
ご
ろ
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
し
、
史
料
と
し
て
全
く
価
値

が
な
い
と
諭
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
『
碑
文
』
に
言
及
す
る
研
究
者

は
多
く
、

一
部
分
の
記
載
を
事
実
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
全
体

的
評
価
と
し
て
は
否
定
的
で
、
偽
作
年
代
に
つ
い
て
、
最
近
伊
野
部
重
一

郎
氏
が

『
扶
桑
略
記
』
以
後
と
さ
れ
、
そ
の
年
代
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
の
も
図
、

そ
の
淵
源
は
平
子
氏
の
諭
究
に
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

私
の
『
碑
文
』
に
対
す
る
見
解
は
、
そ
の
偽
作
た
る
こ
と
、
並
び
に
そ

の
他
二
、

三
の
点
で
平
子
氏
所
説
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
偽
作
も

ま
た
一
史
料
で
あ
る
と
す
る
立
場
、
及
び
偽
作
年
代
に
つ
い
て
、
や
や
別

の
見
解
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
、
以
下
そ
の
所
以
を
述
べ
る
こ
と

と
す
る
o

そ
こ
で
ま
ず
、

論
述
の
順
序
と
．
し
て
『
碑
文
』
の
構
成
を
眺
め
る
の

に
、
同
害
は
略

Aj
-
O段
に
分
割
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
起
句

と
結
句
、

記
事
の
要
旨
、
字
数
⑥
の
三
点
か
ら
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
で

あ
る
o

1
0
 

天
平
元
年
己
巳
至
千
長

和
六
年
丁
巳
茄
年
二
百

八
十
九

宝
他
六
年
四
月
十
日
作

九
正
四
位
淡
海
―
―
―
舟
、
近
位
署
名

江
天
皇
曾
孫
也

八

（
四
言
の
頌
）

自
「
寺
内
東
院
皇
子
大

七

禅
師
者
」

至
「
初
乃
作
頌
云
」

/' 

自
「
由
是
、
道
惑
律
師
」

至
「
衰
勝
福
於
丹
園
」

自
「
若
天
皇
居
瑚
棋
」

至
「
是
諫
国
之
良
縁
也
」

五

自
「
其
後
和
銅
一
―
一
年
」

至
「
火
難
絶
芙
」

四

自
「
新
罷
引
兵
滅
百
演
」

至
「
崇
仰
無
替
」

自
「
此
大
安
寺
者
」

至
「
時
属
諒
間
、
未
追

他
事
」

瓶
穂
太
子
と
舒
明
天
皇
と
の
間

に
お
け
る
熊
凝
粕
舎
の
授
受
°

同
天
皇
の
百
済
大
寺
移
造
と
焼

亡
、
修
復
事
業

齋
明
天
皇
か
ら
天
智
天
皇

へ
の

百
演
大
寺
修
営
事
業
の
委
託
、

天
智
に
よ
る
高
市
村
移
造
と
大

官
大
寺
へ
の
改
称
、
並
び
に
同

天
皇
の
丈
六
釈
迦
像

和
銅
三
年
、
大
安
寺
の
平
城
移

述
、
道
慈
律
師
の
大
般
若
会

大
安
寺
地
の
勝
地
た
る
こ
と
、

同
寺
は
登
蹂
の
浄
刹
に
し
て
諌

国
の
良
緑
た
る
こ
と

唐
僧
逍
瑶
、
婆
羅
門
僧
菩
提
の

渡
来
、
こ

の
二
僧
と
三
綱
衆
僧

共
A

ょ
同
寺
に
研
緻
せ

し
こ
と

早
良
親
王
、
天
智
の
祖
徳
を
慄

ぃ
、
大
安
寺
の
増
飾
を
な
せ
る

こ
と
、
及
び
碑
文
を
撰
せ
し
む

る
こ
と

梵
宇
の
非
凡
、
天
智
、
道
慈
、

早
良
―
―
―
名
の
頌
徳

六
〇

宅
八 ――1

0
 
邑 一琵 一九
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大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に
つ
い
て

天

平

舷

起

飛
屈
岡
基
宮
御
宇
天
品

田
村
皇
子

小
治
田
宮
御
宇
天
皇
（
推
古
）

厩
戸
皇
子

大
后
稼
固

後
岡
基
宮
御
宇
天
皇
（
齊
明
）

（
火
智
）

近
江
宮
御
宇
天
皇
乃
至

淡
海
大
津
宮
御
宇
天
品

仲
天
皇
囮

飛
烏
浄
御
原
御
字
・
天
皇
（
天
武
）

草
墜
皇
子

藤
原
宮
御
宇
天
皇

後
藤
原
宮
御
宇
天
品

平
城
宮
御
宇
天
皇

右
表
上
欄
に
列
記
し
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
大
安
寺
に
寄

与
し
た
人
た
ち
で
あ
り
、
こ
と
に
天
武
・
文
武
な
ど
の
天
皇
は
、
か
な
り

具
体
的
か
つ
重
大
な
市
距
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

（
持
統
）

（
文
武
）

（
蜘
武
）

乃
至

天
皇

淡
海
艇
帝
乃
至
淡
海
天
朝
駁

宇
戻
犬
宝
命
開
鉗
天
品

太
后
姻
徳
太
子

舒
明
天
皇
山

碑
~

文

『
碑
文
』
は
以
上
の
如
き
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
分
解

し
た
と
こ
ろ
で
、
同
古
の
特
Ill
然
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
大
安
寺
関
係
天
皇
乃
至
皇
族
に
焦

点
を
絞
り
、
そ
れ
を
『
天
平
縁
起
』
記
載
の
も
の
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
o

ら
一
切
が
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、

『
碑
文
』
の
思
い
切
っ
た
賂
理

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
整
理
は
ま
た
、
相
当
の
書
き

換
え
を
強
い
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
『
天
平
縁
起
』
で
は
天
智
の
事
頴
と

し
て
「
丈
六
即
像
弐
具
」
「
即
四
天
王
像
四
饂
」
（
買
財
部
記
載
）
の
奉
造

諮
坐
と
、
縁
起
部
に
、
齊
明
が
筑
紫
に
崩
ぜ
ら
れ
ん
と
し
、
百
惰
大
寺
の

こ
と
を
も
っ
て
淡
い
勅
り
賜
う
た
と
き
、
「
時
に
近
江
宮
御
宇
天
皇
、
奏

す
ら
く
、
開
い
磐
に
品
刺
を
刺
し
、
厨
に
銃
を
負
い
、
腰
に
斧
を
刺
し
て

為
り
奉
ら
ん
と
奏
し
き
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
『
碑

文
』
は
百
沢
大
寺
の
高
市
村
移
遥
（
同
苦
は
「
新
作
造
」
と
し
て
い
る
）

七
0
0戸
の
増
封
、
大
官
大
寺
と
改
称
な
ど
、
天
武
天
皇
事
頴
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
も
の
を
天
智
に
附
会
し
て
い
る
、
の
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
平
子
氏
は
『
碑
文
』
の
杜
撰
粗
漉
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私

は
も
っ
と
放
極
的
な
作
為
だ
と
考
え
た
い
。

で
は
、
か
か
る
整
理
、
作
為
を
何
故
行
な
っ
た
か
。
そ
れ
に
入
る
前
に

『
碑
文
』
に
記
載
の
天
皇
、
皇
親
に
も
う
一
度
、
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

『
碑
文
』
第
二
段
に
は
堂
徳
太
子
、
舒
明
天
皇
の
名
が
み
え
る
。
こ
の

段
に
お
け
る
両
者
の
比
霊
を
計
る
に
、
太
子
の
名
は
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
に
せ
よ
、
こ
れ
が
記
事
は
二
二
九
字
中
、
わ
ず
か
四
分
の
一
に
過
ぎ

ず
、
舒
明
の
事
距
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
第
二
段
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の
中
心
人
物
は
舒
明
と
見
倣
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
o

第
三
段
で
は
太
后
（
齊
明
）
と
天
智
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
こ
で
は

『
碑
文
』
の
記
載
の
上
か
ら
、
天
智
が
主
人
公
で
、
同
天
皇
を
淡
海
堂
帝

乃
至
淡
海
天
朝
以
宇
呆
天
宝
命
開
闘
天
皇
な
ど
誇
大
な
呼
称
を
し
、
齊
明

を
単
に
太
后
と
い
う
不
特
定
的
呼
称
を
も
っ
て
し
た
こ
と
も
、
主
副
別
の

現
わ
れ
と
み
ら
れ
る
1710

第
七
段
は
緩
説
す
る
ま
で
も
な
く
東
院
皇
子
大
禅
師
で
あ
る
。
私
は
こ

の
東
院
皇
子
を
「
早
良
親
王
」
と
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
一
言
す
る

と
、
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
後
期
に
か
け
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る

『
大
安
寺
崇
道
天
皇
御
院
八
嶋
両
処
記
文
』
⑧
に
、

白
壁
天
皇
第
二
皇
子
早
良
親
王
詭
巻
迫
初
以
東
大
寺
等
定
大
僧
部
為

師
、
寄
住
覇
索
院
、
生
年
十
一
出
家
入
道
、
廿
一
登
坦
受
戒
（
中
略
）

0

0

 

0
 

0
 

0
 

以
神
護
捩
雲
二
年
、
移
住
大
安
寺
東
院
（
烈
点
ハ
節
さ

と
あ
る
°
こ
の
『
記
文
』
の
記
載
内
容
は
、
り
早
良
の
経
歴
、
⑭
朝
廷
の

尊
崇
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
経
路
、
け
そ
の
鎖
霊
の
た
め
の
経
済
的
実

態
、
⇔
本
院
191
及
び
八
嶋
山
陵
寺
別
当
の
師
資
相
承
の
実
際
と
、
そ
の
相

承
権
の
確
立
、
の
四
項
目
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
の
種
文
密
の
通
性
と
し

て
特
に
砂
と
⇔
に
重
点
を
闘
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、

早
良
が
大
安
寺
に
寄
住
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
『
記
文
』
に

と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
同
害
に
そ
の
よ
う
に
密

い
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
何
等
か
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
囮
、
諸
院
穿
、
覇
索
院
の

条
に
、

光
仁
天
皇
々
子
崇
道
天
皇
、
等
定
僧
都
為
師
出
家
入
道
、
廿

一
歳
登

坦
受
戒
、
住
持
此
院
、
後
以
鋲
震
三
年
、
移
住
大
安
寺
東
院
牟

と
あ
り
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
に
せ
よ
『
記
文
』
と
頚
似
し
た
記
載
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
『
記
文
』
に
拠
っ
た
も
の
か
と
も
み
ら
れ
る
が
、

一
般

に
『
要
録
』
は
「
（
文
献
名
）
云
」
と
か
「
古
老
相
伝
云
」
と
し
て
、
記
載

の
典
拠
を
明
示
す
る
こ
と
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
個
所
は
何
等

そ
れ
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
が
古
老
ら
の
思
い
出
話
と
し
て
で

は
な
く
、
切
れ
目
な
く
次
代
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
東
大
寺
側
に

お
い
て
も
何
等
か
の
そ
の
事
実
を
認
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す

る
叩
°第
四
段
の
「
天
皇
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
段
の
「
太
后
」
と
同
じ
こ
と

が
い
え
、
こ
の
場
合
の
「
天
皇
」
つ
ま
り
聖
武
も
ま
た
、
副
人
物
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

『
碑
文
』
中
、
重
要
な
意
味
を
持
た
せ
ら
れ

て
い
な
い
。

以
上
、
観
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
重
要
な
意
味
を
負
わ
さ
れ
て
い
な

い
齊
明
•

聖
武
両
天
皇
を
埓
外
に
お
き

、

こ
こ
に
聖
徳
太
子
（
仮
に
舒
明

天
皇
の
副
人
物
と
し
て
述
べ
て
お
い
た
が
）
舒
明
天
皇

・
淡
海
聖
帝
乃
至

淡
海
天
朝
駁
宇
呉
天
宝
命
開
闘
天
皇

・
東
院
皇
子
大
禅
師
と

い
う
よ
う

に
、

『
碑
文
』
の
記
載
に
従
っ
て
そ
の
名
を
連
記
し
て
く
る
と
、
聖
徳
太

子
は
別
格
と
し
て

、

舒
明
・

天
智
•

早
良
の
血
統
が
浮
彫
り
に
さ
れ

、

さ

ら
に
は
そ
の
呼
称
の
特
異
性
か
ら
み
て
『
碑
文
』
と
後
の
二
者
と
の
、
特

殊
な
結
び
つ
き
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
°
し
た
が
っ
て
同
害
第
八
段
、
頌

に
お
い
て
、
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大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に
つ
い
て

で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
『
碑
文
』
第
七
段
に
い
う
、

寺
内
東
院
皇
子
大
禅
師
者
、
淡
海
聖
帝
之
曾
孫
、
今
上
天
皇
之
愛
子

也

の
一
節
が
如
実
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
0

次
に
『
続
日
本
紀
』
、
『
日
本

後
紀
』
、
『
頬
緊
国
史
』
、
『
日
本
紀
略
』
等
、
信
愚
度
の
高
い
史
料
に
記
載

さ
れ
た
、
同
親
王
関
係
記
事
を
列
記
し
て
み
よ
う
皿
° ー

桓
武

舒
明
ー

|
天

智

施

基

皇

子

ー
ー
光
に
ー一
ー
早
良

ー
天
武

延
暦
孟
•

正

同
―
―
四•
―
―

延
暦
一
八•
――

延
暦
一
九•
七

0

0

 

赫

我

堂

帝

開

絃

宝

像

神

力

潜

通

惑

応

如

勝

（

天

智

天

皇

）

0

0

 

明
A

五

帝

子

厭

俗

慕

真

赫

M
霊

舎

飾

故

成

新

（

早

良

親

王

）

と
特
記
し
て
こ
の
二
人
を
謳
い
あ
げ
て
い
る
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。

そ
こ
で
顧
み
る
に
、
前
章
で
考
察
し
た
ご
と
く
、
天
武
天
皇
の
事
蹟
を

天
智
天
皇
の
こ
と
と
し
て
仮
託
し
た
り
、
大
安
寺
関
係
の
諸
天
皇
及
び
皇

族
を
敢
て
捨
象
し
た
の
は
、
端
的
に
い
え
ば
皆
こ
の
系
列
、
さ
ら
に
焦
点

を
絞
れ
ば
前
記
二
人
に
ス
ボ
ッ
ト

・
ラ
イ
ト
を
当
て
る
た
め
の
、
整
理

・

作
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
『
碑
文
』
偽

作
の
問
題
を
解
く
鍵
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
章
の
結
び
で
到
達
し
た
点
か
ら
進
ん
で
、
次
に
早
良
親
王
に
つ
い
て

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
早
良
の
家
系
を
略
記
す
る
と
、

四

延
暦
一
一
(
•

五

延
暦
二
•

六

延
暦
九
•
?

同

IHO 

天
応
元
•

四

延
暦
四
•

九

桓
武
天
皇
即
位
、
同
月
早
良
親
王
（
以
下
単
に
親
王
と

呼
ぶ
）
皇
太
子
と
な
る

藤
原
種
織
暗
殺
、
親
王
事
に
坐
し
捕
わ
れ
て
乙
訓
寺
に

侶
か
れ
、
こ
の
後
一
〇
余
日
間
、
親
王
飲
食
を
絶
ち
、

淡
路
配
流
の
途
次
に
澁
ず

天
智
、
光
仁
、
聖
武
―
―
―
陵
に
造
使
し
、
早
良
太
子
を
廃

す
る
の
状
を
告
ぐ

延
暦
―
一
年
六
月
の
勅
に
、
こ
の
年
、
淡
路
国
を
し
て

故
親
王
に
守
家
一
姻
を
宛
て
し
む
、
と
あ
る

安
殿
皇
太
子
（
桓
武
の
子

・
延
暦
B

・ニ

立
太
子
）
の
病

久
し
、
卜
す
る
に
親
王
の
崇
り
と
あ
り
、
よ

っ
て
淡
路

国
に
造
使
し
て
そ
の
霊
に
謝
す
°
同
月
、
さ
き
に
随
近

郡
司
を
し
て
故
親
王
陵
に
専
当
せ
し
む
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
替
衛
存
せ
ず
、
崇
り
あ
る
に
よ
り
、
勅
し
て
以
後
家

下
に
隆
を
骰
き
、
濫
滅
す
る
こ
と
な
か
ら
し
む

二
僧
を
淡
路
国
に
造
わ
し
、
転
諒
悔
過
し
て
親
王
の
需

に
謝
す

淡
路
国
に
造
使
し
、
親
王
の
霊
に
謝
す

詔
し
て
親
王
を
崇
道
天
皇
と
追
称
し
、
酋
率
を
山
陵
と
称

す
、
ま
た
陰
陽
師
、
衆
僧
を
し
て
淡
路
の

山
陵
を
鎮
謝

せ
し
む
、
ま
た
淡
路
国
津
那
郡
戸
二
姻
を
宛
て
て

山
陵

を
守
ら
し
め
、
遣
使
し
て
追
路
の
こ
と
を
山
陵
に
告
げ

し
む
崇
道
天
皇
の
た
め
に
、
寺
を
淡
路
国
に
建
つ

盆
安
寺
に
一
小
＾
品
を
建
て

、
稲
三
〇
束
、
調
庸
綿
、
計

三

O
O斤
を
納
め
て
崇
道
天
皇
の
怨
魂
を
慰
む
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（
弘
仁
元
）

大
同
写
•

七

（
大
同
元
）

延
暦
云
・
――

同
―
―
四
•

七

同
―

llHO

同
―
―
四•
四

大
同
元
・
――

弘
仁
元
・
九

諸
国
を
し
て
小
倉
を
建
て
、
正
税
四

0
束
を
納
れ
、
国

忌
奉
幣
の
例
に
預
か
ら
し
め
、
崇
道
天
島
の
怨
盤
に
謝

す
、
ま
た
改
葬
崇
道
天
皇
陵
司
の
任
命
あ
り

唐
物
を
天
智
、
光
仁
、

崇
逍
三
天
皇
陵
に
献
ず

崇
道
天
皇
の
た
め
に
一
切
経
を
写
さ
し
め
、
芯
生
は
夫

M

の
功
に
従
っ
て
叙
位
得
度
せ
し
む

崇
道
天
皇
の
た
め
に
、
諸
国
々
分
寺
俯
を
し
て
春
秋
二

回
、
金
剛
般
若
経
を
読
ま
し
む
、
桓
武
天
皇
崩
ず

平
城
天
皇
（
安
殿
呈
太
子
）
、
崇
道
天
皇
の
た
め
に
八
岨

寺
を
建
つ
⑫

崇
道
天
皇
の
た
め
に
一

0
0
人
を
股
す
、
ま
た
同
天
品

の
た
め
に
、
川
原
寺
に
お
い
て
法
華
経
一
部
を
写
す

（
な
お
同
時
に
伊
予
親
王
、
藤
原
吉
子
の
た
め
に

、
夫
A
)

1
0
人
、
二
0
人
を
度
す
）

桓
武
天
皇
陵
に
逍
使
し
、
続
日
本
紀
記
載
の

、
崇
逍
天

皇
•

藤
原
種
織
間
の
好
か
ら
ざ
る
の
記
事
を
破
却
す
る

こ
と
を
告
ぐ

早
良
親
王
の
経
歴
と
、
親
王
に
対
す
る
朝
廷
の
態
度
は
以
上
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
親
王
亡
き
後
の
一
連
の
動
向
は
、
朝
廷
に
お
け

る
故
親
王
霊
へ
の
畏
怖
、
ひ
い
て
は
そ
れ
へ
の
培
崇
か
ら
な
さ
れ
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
日
本
三
代
実
録
』
に
拾
う
と
、
故
親
王
昨
崇
乃
至

畏
怖
の
事
例
は
な
お
そ
の
後
に
も
見
ら
れ
る
°
一
は
天
安
二
年
（
八
工
八
）
一

二
月
九
日
詔
（
同
芯
巻
一
）

の
、
制
定
十
陵
四
墓
の
中
に
「
崇
道
天
皇
、

八
嶋
山
陵
、
在
大
和
国
添
上
郡
」
と
あ
り
⑬
、

二
に
は
同
書
巻
七
、
貞
観

五
年
（
八
奎
）
五
月
二

0
日
条
に
、
近
代
以
来
の
疫
病
頻
発
、
死
亡
の
甚
多

な
る
は
、
天
下
の
人
こ
れ
を
御
霊
の
災
な
り
と
し
、
そ
の
御
霊
と
し
て
崇

道
天
皇
以
下
数
人
の
坐
事
被
誅
者
の
名
を
掲
げ
て
あ
り
041
、

な
お
故
親
王

が
等
閑
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
思
う

に
、
そ
の
事
例
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
親
王
の
存
在
は
複
数
中
の
一
人

と
し
て
で
あ
っ
て
、
先
ご
ろ
の
よ
う
な
、
朝
廷
に
お
け
る
単
独
の
、
集
中

的
畏
怖
蒻
崇
対
象
と
し
て
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

『
碑
文
』
の
内
容
は
、
他
の
縁
起
物
と
同
様
に
寺
家
の
栄
営
を
宣
唱
す

る
と
い
う
性
質
の
も
の
と
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
栄
営
と
は
、
大
体

に
時
の
権
威
ま
た
は
権
力
と
の
関
係
の
深
さ
（
上
代
で
は
特
に
天
皇
家
と

の
）
と
い
う
こ
と
で
表
現
さ
れ
、

『
碑
文
』
の
場
合
は
こ
れ
が
舒
明

・
天

智
の
家
系

、

殊
に
天
智
•

早
良
二
人
と
大
安
寺
と
の
関
係
で
一
本
の
筋
を

通
し
て
い
る
°
し
か
も
早
良
親
王
に
つ
い
て
は
『
碑
文
』
撰
文
事
業
そ
の

も
の
が
、
ひ
と
り
親
王
の
心
意
よ
り
発
し
た
も
の
と
す
る
点
、
同
書
に
お

け
る
親
王
の
位
置
、
ま
た
逆
に
い
っ
て
同
害
作
者
が
早
良
に
か
け
た
期
待

の
重
さ
も
、
あ
ら
た
め
て
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
天
智
の

名
を
強
調
し
早
良
の
名
を
持
ち
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
家
の
栄
管
が
一

府
輝
き
を
ま
し
、
少
な
く
と
も
早
良
の
そ
れ
に
よ
っ
て
『
碑
文
』
の
対
外
的

価
値
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
こ
と
親
王
に
の
み
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
狙
い
を
支
え
る
に
応
し

い
社
会
的
情
況
は
、
前
述
略
年
譜
に
み
た
よ
う
な
延
暦
を
中
心
と
す
る
前

後
の
事
例
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
0

こ
の
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
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大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に
つ
い
て

早
良
親
王
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
天

智
天
皇
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
智
天
皇
は
『
天
平
縁
起
』
そ
の
他
拠
る
べ
き
資
料
に
お
い
て
、
大
安

寺
に
対
す
る
具
体
的
事
蹟
に
乏
し
い
。
た
だ
同
縁
起
、
資
財
部
に
「
丈
六

即
像
弐
具
」
は
天
智
の
諮
坐
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て

も
そ
の
ま
ま
信
じ
う
べ
き
事
柄
で
は
な
い
o

『
碑
文
』
が
「
今
前
殿
安
監

尺
迦
牟
尼
丈
六
咋
條
井
二
芥
」
は
同
天
皇
の
所
造
と
し
た
の
は
前
記
縁
起

の
踏
製
乃
至
寺
家
所
伝
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
大

安
寺
に
関
す
る
天
智
の
事
駅
を
、
よ
り
具
体
的
、
よ
り
皿
墨
品
に
す
る
た
め

に
天
武
天
皇
の
事
距
を
附
会
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
大
安
寺
に
関
す
る

限
り
、
天
智
は
必
ず
し
も
絶
対
的
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
人
を
し
も

「
淡
海
聖
帝
」
「
淡
海
天
朝
駆
宇
臭
天
宝
命
開
蘭
天
皇
」
と
誇
称
し
た
の

は
、
同
天
皇
が
早
良
の
曾
祖
父
で
あ
る
こ
と
に
関
係
す
る
の
で
も
あ
ろ
う

が
、
し
か
し
こ
の
点
に
お
い
て
も
天
智
を
遮
帝
、
臭
天
宝
命
関
脚
天
皇
等

と
奉
る
べ
き
、
ま
た
は
そ
う
す
る
こ
と
で
寺
家
の
栄
巻
を
強
調
し
う
る
状

況
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
前
章
同
桜
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
o

天
智
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
偉
大
な
改
革
者
と
し
て
、
の
ち
の
ち
ま
で

五

概
説
と
し
て
長
和
ご
ろ
に
特
に
そ
う
い
う
条
件
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
な
い
限
り
、
平
子
氏
の
説
は
や
や
性
急
で
あ
っ
た
し
、
『
碑
文
』
偽
作

を
『
略
記
』
以
後
と
す
る
こ
と
も
同
断
と
思
う
の
で
あ
る
o

重
視
さ
れ
た
天
皇
で
あ
る
。
皇
室
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
身
近
か
な
重
要

問
題
に
皇
位
継
相
の
こ
と
が
あ
る
が
、
元
明
天
皇
は
、
そ
の
即
位
に
当
た

っ
て
、・:-

：
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
、
近
江
の
大
津
の
宮
に
、
あ
め
が
し
た

し
ろ
し
め
し
し
、
大
倭
根
子
天
皇
（
天
智
）
の
、
天
地
と
共
に
長
く
、

日
月
と
共
に
遠
く
、
改
ま
る
ま
じ
き
常
の
典
と
、
立
て
賜
い
敷
き
賜

え
る
法
を
、
受
け
賜
わ
り
ま
し
て
行
な
い
賜
う
こ
と
と
、
衆
受
け
賜

わ
り
て
：
一・:
（『
続
日
本
紀
』
巻
四
）
（
杏
下
し
）

と
詔
り
し
て
以
来
、
皇
位
継
相
の
伝
統
は
、
こ
の
天
智
の
「
不
改
常
典
」

に
従
う
こ
と
と
な
っ
た
051
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
も
、
天
智
の
、
後
世
に

対
す
る
指
函
性
が
窺
わ
れ
よ
う
°
裏
を
か
え
せ
ば
、
路
重
さ
れ
た
と
い
う

ペ
き
で
あ
る
o

し
か
し
、
天
智
が
杓
ば
れ
て
き
た
一
様
の
歴
史
の
中
で
、
こ
れ
を
『
碑

文
』
に
関
係
づ
け
、
そ
の
期
間
を
同
忠
成
立
の
上
限
と
下
限
と
で
区
切
っ

て
み
る
と
、
『
碑
文
』
が
書
か
れ
た
と
い
う
宝
亀
六
年
（
七
七
立
）
と
、
永
観

二
年
（
九
八
g
)

ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
『
究
平
緑
起
』
暉
と
の
間
と
い
う
、

大
体
の
目
安
の
中
で
い
え
ば
、
天
智
が
特
に
意
識
さ
れ
た
存
在
だ
っ
た
の

は
桓
武
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

天
智
の
故
京
、
大
津
京
に
お
け
る
桓
武
の
梵
釈
寺
建
立
そ
の
他
、
延
膝

期
に
み
る
桓
武
の
、
天
智
に
対
す
る
追
磁
、
羽
崇
よ
り
発
し
た
行
為
は
、

他
に
比
し
て
多
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
詳
し
い
例
証
の
記
述

を
避
け
た
い
が
、
こ
れ
は
私
の
単
な
る
見
解
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
肥
後

和
男
氏
貯
、
北
山
茂
夫
氏
収
等
、
先
学
の
そ
れ
が
支
持
を
与
え
て
く
れ
る
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さ
て
、
こ
こ
で
、
第
四
、
五
章
か
ら
『
碑
文
』
の
偽
作
時
期
に
つ
い
て

結
論
．
つ
け
る
と
、
お
よ
そ
そ
れ
は
延
悩
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
『
碑
文
』
が
、
淡
海
三
船
の
名
に
仮
り
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

常
識
的
に
い
っ
て
、
上
限
を
か
れ
の
没
年
（
延
腟
四
年
ー
七
八
写
）
に
お
く
。

ま
た
崇
道
天
皇
と
い
う
追
称
を
、

一
切
用
い
て
い
な
い
こ
と
を
拠
り
ど
こ

ろ
に
し
て
、
下
限
を
、
そ
の
追
称
が
以
後
普
遍
的
と
な
っ
た
延
腔
一
九
年

（八

8
)
と
す
る
。
上
限
に
つ
い
て
は
、
早
良
没
後
、
そ
の
名
が
畏
怖
埒
崇

さ
れ
は
じ
め
た
、
延
胚
九
乃
至

―
一
年

（
七
空
一
）
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
o

と
す
れ
ば
、

『
碑
文
』
は
延
暦
の
中
ご
ろ
に
既
に
忠
か
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
o

以
上
は
、
私
の
全
く
の
牽
強
附
会
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
ぬ
が
、
敢
え

て
こ
の
結
論
に
立
っ
て
『
碑
文
』
を
一
部
細
見
す
る
と

、

平
城
•

奈
良
を

「
乃
楽
」
、
筑
紫
を
「
竺
志
」
と
し
て
、
古
い
表
記
を
用
い
て
い
る
こ

と
UW
。
ま
た
『
碑
文
』
で
は
、
天
智
を
呼
ぶ
の
に
、
常
に
「
淡
海
」
の
文

字
を
用
い
て

い
る
が
、
淡
海
三
船
真
撰
と
考
え
ら
れ
る
『
股
風
藻
』
に
お

い
て
、
柿
村
重
松
氏
は
、
三
船
独
特
の
用
字
の
一
つ
に
こ
の
「
淡
海
」
を

挙
げ
ら
れ
て
お
り
匹
こ
の
点
か
ら
も
『
碑
文
』
と
三
船
と
の
接
近
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
卯
o

『
碑
文
』
が

、

天
智
•

早
良
の
業
鎖
を
顕
揚
す
る
こ

と
を
眼
目
と
し
た
と
は
い
え
、
天
武
の
事
娯
を
一
部
ひ
き
裂
い
て
天
智
に

も
の
で
あ
る
o

-」-

/' 

附
会
し
、
『
天
平
縁
起
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
、
天
武

・
文
武

・
盟
武
の

、

い
わ
ば
天
武
系
天
皇
の
対
大
安
寺
寄
与
の
事
実
を
軽
視
乃
至
黙
視
し
た
か

の
ご
と
き
態
度
は
、
ち
ょ
う
ど
『
懐
風
藻
』
で
示
し
た
三
船
の
そ
れ
8

と

通
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の
点
で
も
両
者
の
近
縁
性
が
見
と
れ
る
こ
と
。
こ

れ
ら
の
諸
点
が
、私
の
結
諭
を
ま
た
逆
に
支
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
0

次
に
『
碑
文
』
の
撰
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
子
氏
の
指

摘
の
よ
う
に
、
僧
侶
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
次
の
こ
と
を
補
足
し

て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
天
武
系
天
皇
の
こ
と
を
記
さ
な
い
で
、
逍
慈

や
、
筒
単
に
で
は
あ
る
が
菩
提
僧
正
、
逍
珀
律
師
の
名
を
忘
れ
て
い
な
い

の
は
、
撰
者
が
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
ま
た
、
寺
院
縁
起

類
に
普
通
記
さ
れ
る
、
寺
院
経
済
面
か
ら
す
る
と
、

『
碑
文
』
は
、
他
資

料
に
も
み
ら
れ
る
高
市
大
寺
当
時
の
、
七

O
O戸
増
封
と
、

そ

れ

よ

り

前
、
百
滑
大
寺
当
時
の
一
―

1
0
0戸
封
施
入
の
二
点
を
記
す
だ
け
で
、
そ
の

方
面
に
は
甚
だ
括
淡
た
る
も
の
が
あ
り
、
撰
者
は
ま
た
、
大
安
寺
経
済
に

具
体
的
に
関
与
し
な
か
っ
た
、
中
堅
ど
こ
ろ
の
単
な
る
学
僧
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
文
学
は
、
淡
海
一
二
船
に
学
ん
で
し
か
も
そ

れ
以
上
に
は
抜
き
え
な
か
っ
た
憾
み
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

僧
侶
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
、
辿
憾
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
o

『
碑
文
』
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
文
学
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

史
料
と
し
て
は
、
概
ね
、

一
級
と
は
称
し
が
た
い
。

し
か
し
全
て
に
わ
た

っ
て
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
は
誤
り
で
、
た
と
え
ば
い
ま
ま
で
、
う
ち
捨

て
ら
れ
て
い
た
早
良
親
王
と
大
安
寺
と
の
関
係
の
一
部
は
、

『
碑
文
』
害

作
時
期
が
前
述
の
、
延
偕
中
ご
ろ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

一
層
の
真
実
性
を
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〔
注
〕

大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に
つ
い
て

も
っ
て
見
直
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
に
も
ま
た
、
瓦
中
の
辿
珠
を
発
見

す
る
こ
と
は
、
今
後
の
批
判
、
考
究
に
侯
つ
の
み
で
あ
る
o

①
平
子
氏
「
大
安
寺
の
平
城
京
遷
移
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雅
誌
』
第

一
七
編

・
第
二
的
、
明
治
三
九
年
二
月
）

②
伊
野
部
氏
「
大
安
、
元
興

二
寺
の
平
城
移
建
年
代
に
似
し
て
藪
田

氏
の
御
祁
示
に
答
え
る
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
第
八
巻
•

第
一
0
号

昭
和
三
六
年
一

0
月）

③

字

数

は

便

宜

上

、
続
々
群
れ
ぃ
類
従
本
の
活
字
版
に
拠
っ
た
°

④
舒
明
天
皇
な
る
淡
風
諮
に
つ
い
て

、
平
子
氏
は
「
猶
宝
他
の
こ
ろ

に
は
あ
る
可
か
ら
ず
」
と
し
て

、
偽
作
証
拠
の
一
端
と
さ
れ
た
が

、

そ
の
後
坂
本
太
郎
氏
の
従
う
べ
き
研
究
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
拠
る

と
神
武
以
下
持
統
ま
で
及
び
元
明
、
元
正
の
諮
号
は
天
平
宝
字
六
乃

至
八
年
頃
、
三
紺
に
よ

っ
て
一
齊
撰
進
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
°
平
子

氏
の
速
断
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
0

坂
本
氏
「
列
艇
淡
風
溢
号
の
一

齊
撰
進
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
四
一
―
―
編

・
第
七
号
、
昭
和
七

年
七
月
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
O

⑥
『
天
平
縁
起
』
に
「
（
舒
明
）
天
皇
ま
さ
に
崩
じ
賜
わ
ん
と
せ
し
時
、

0

0

0

 

大
后
翁
に
勅
り
す
ら
く
0

こ
の
寺
意
の
如
く
に
造
り
建
て
よ
云
云
」

と
あ
る
（
害
下
し
）
o

大
后

II太
后
は
皇
帝
の
母
の
事
で

、
こ
の
楊

合
の
そ
れ
を
字
面
通
り
舒
明
の
母
（
糠
手
）
と
す
る
の
は
無
理
の
よ

う
で
あ
る
°
同
縁
起
の
後
の
方
で
、
齊
明
天
皇
が
筑
紫
で
崩
じ
た
ま

わ
ん
と
せ
し
時
「
甚
だ
痛
み
う
れ
え
て
勅
り
す
ら
く
。
こ
の
寺
を
誰

に
授
け
て
参
り
来
る
と
先
帝
（
舒
明
）
の
待
ち
間
い
賜
わ
ば

、
如
何

に
答
え
巾
さ
ん

と
憂
え
賜
い
き
」
と
あ
っ
て

、
舒
明

・
齊
明
間
に
百

演
大
寺
の
こ
と
が
取
交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
芯
い
て
あ
る
°
両
記
事
と

も
同
じ
事
実
の
異
な
っ
た
表
現
だ
と
考
え
る
と
、
こ
こ
で
の
大
后
翁

は
重
詐
前
の
齊
明
つ
ま
り
皇
極
天
塁
で
あ
る
°
そ
う
と
し
て
『
天
平

緑
起
』
が
そ
れ
を
太
后
と
し
た
の
は

、
こ
の
部
分
の
原
衰
料
が

天
智

天
皇
ご
ろ
の
も
の
に
拠
っ
た
か
ら
で

、
天
智
か
ら
み
て
の
太
后
を
、

舒
明
と
並
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
0

後
に
重
詐
の
齊
明
を
後
岡

基
宮
御
宇
天
皇
と
改
ま
っ
た
芯
き
方
を
し
た
の
は

、
ま
た
別
の
衰
料

に
拠
っ
た
の
で

、
こ
の
辺
に
も
同
縁
起
が
各
種
各
様
の
賽
料
を
あ
ま

り
よ
く
賂
理
せ
ず
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
o

⑱

仲

天

皇
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
そ
の
帰
趨
を
に
わ
か
に
決
し
が

た
い
が
、
田
中
卓
氏
の
論
究
に
よ
る
間
人
皇
女
説
に
従
っ
て
お
き
た

ぃ
°
同
氏
「
中
天
皇
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第

九
巻
•

第
ニ
サ

、

昭
和
二
六
年
七
月
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
o

⑰
天
智
天
皇
は
別
に
天
命
開
別
（
ア
メ
ミ
コ
ト
ヒ
ラ
カ
ス
ワ
ケ
）
天

畠
と
い
う
o

『
淡
海
天
朝
取
宇
』
は
「
淡
海
（
又
は
近
江
）
宮
御
宇
」

の
こ
と
で

、
「E
天
天
宝
命
開
加
」
は
「
天
命
開
別
」
の
四
字
を
核
と

し

て
飾
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
0

な
お
「
宝
命
」
の
命
は
、
諸
本
「
今
」

と
か
「
令
」
に
し
て
い
る
が

、
こ
れ
は
「
命
」
の
誤
り
と
考
え
る
o

⑧
『
記
文
』
中
、
究
平
五
年
（
八
九
―
―
-
）
の
年
記
が
み
え
、
末
尾
余
白
に

「
承
保
―
――年

(
¥
0
芙
）
丙
辰
十
二
月
十
八
日
夜
、
宝
殿
一
宇
三
重
宝

塔
一
基
焼
失
了
」
と
の
芯
き
加
え
が
あ
る
°
同
苫
成
立
は
そ
の
間
で

あ
ろ
う
o

『
大
日
本
仏
教
全
害
』
所
収
の
『
記
文
』
に
拠
る
o

⑨

『
日
本
後
紀
』
『
日
本
紀
略
』
等
に
拠
れ
ば

、
延
暦

二
四
年
正
月
甲

申
「
崇
道
天
皇
の
お
お
ん
為
め
に
、
寺
を
淡
路
の
国
に
建
つ
」
と
あ
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る
（
原
漢
文
）
°
本
院
、
御
院
と
か
は

、
こ
の
寺
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
O

⑩

『

大

鋭

』

中

、
左
大
臣
師
手
の
条
に

、
崇
道
天
星
の
こ
と
と
し
て

「
法
師
東
宮
」
な
る
呼
称
が
み
え
、
早
良
親
王
出
家
の
こ
と
を
伝
え

て
い
る
°

平

田
俊
春
氏
は

、
そ
の
著
『
日
本
古
典
の
成
立
の

研
究
』

（
「
大
鏡
の
成
立
」
の
項
）
で
「
親
王
に
出
家
の
事
実
は
な
く
、

麻

岳
親
王
の
串
敗
と
の
混
同
で
あ
ろ
う
（
大
意
）
」
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る

が
、
私
は
そ
う
ほ
思
わ
な
い
。

⑪

こ

の

事

項

の

検

索

は

、
竹
内
理
三
氏
編
『

H
本
古
代
人
名
辞
典
j

（
第
三
巻
）
に
拠
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た
°
記
し
て
そ
の
学
級
に

感
謝
し
た
い
。

四

『
扶
桑
略
記
』
抜
幸
（
旧
輯
国
史
大
系
本
）
。
『
記
文
』
に
は
大
同

元
年
と
の
み
で
「
十
一
月
」
は
記
し
て
い
な
い
0

ま
た
『
略
記
』
は

建
立
地
を
「
山
階
地
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
山
陵
地
」
の
洪

記
で
あ
ろ
う
0

⑬

こ
の
十
陵
四
茄
ぱ
天
智
を
は
じ
め

、
施
基
畠
子
、
光
仁
、
高
野
新

笠
、
桓
武
、
藤
原
乙
牟
漏
、
平
城
、
仁
明
、
文
徳
の
島
室
と
、
藤
原

鎌
足
、
同
冬
嗣
、
同
美
都
子
次
、
源
潔
姫
等
の
こ
と
で
あ
る
°
要
す

る
に
天
智
家
系
乃
至
側
近
者
と
い
う
こ
と
で
固
ま
っ
て
い
る
°
親
王

も
そ
の
一
員
と
し
て
こ
の
中
に
列
し
た
の
で
あ
る
o

⑭

御

虚

と

し

て

、
親
王
の
ほ
か

、
伊
豫
親
王
、
藤
原
吉
子
、
観
察
使

（
仲
成
力
）
、
枇
逸
努
、
文
室
宮
田
廊
呂
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
o

個

岩

棉

小

弧

太

氏

は

、
こ
の
常
典
と
し
て
の
立
法
を
、
大
化
改
新
ま

た
は
近
江
令
の
こ
と
と
す
る

IR
説
を
排
し
、
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る

規
定
と
考
え
ら
れ
た
（
「
天
智
天
皇
の
立
て
給
い
し
常
の
典
」
1
1
『
H

本
学
士
院
紀
要
』
第
十
九
巻

•

第
一
号

、

昭
和
二
六
年
三
月
）

こ

れ

一
月
三

O
R
記
）

に
従
い
た
い
0

⑯

拙

和

、
第
一
章
に
既
述
°

⑰
肥
後
氏
「
梵
釈
寺
考
証
」

（
『
大
津
京
趾
の
研
究
』

昭
和
一
五
年
1

ハ

月
）

⑱
北
山
氏
「
藤
原
種
追
事
件
の
前
後
」
(
『

n本
古
代
政
治
史
の
研
究
』

四
五
八
ー
九
頁
、
昭
和
三
四
年
四
月
）

⑲

天

智

紀

、
七
年
二
月
条
に
「
阿
陪
皇
女
（
元
明
）
天
下
を
有
つ
に

0

0

 

及
ん
で

、
藤
原
の
宮
に
居
し
、
後
に
都
を
乃
楽
に
移
す
（
芯
下

し
）
」

な
ど
と
あ
り
（
『
日
本
苦
紀
』
巻
二
七
）、

天
武
紀
に
も
乃
楽
、
乃
楽

山
な
ど
の
森
記
が
み
え
る
o

『
続
日
本
紀
』
に
は
、
こ

の
よ
う
な
芯

き
方
は
見
出
だ
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
o

ま
た
竺
志
は
、
文
武
紀
、
四
年
六
月
灰
辰
条
に
「
是
に
於
い
て

、

主
心
惣
領
に
勅
し
て

：
．．．． 
」
な
ど
と
あ
り
（
『
続
日
本
紀
』
巻
一

）
、

以
上
総
じ
て
古
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
o

⑳

柿

村

氏

『

上

代

11
本
恢
文
学
史
』
一
七
四
頁
°
昭
和
二
二
年
七
月
°

⑳

『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
は
、
一
揺
井
康
順
氏
の
裔
説

「
悌
風
藻
に
つ

い
て
の
研
究
」
（
『
康
洋
思
想
史
研
究
』
二
八
六
頁
以
下
、
所
収
°

昭

和
三
五
年
三
月
）
が
あ
り
、
三
船
兵
撰
は
決
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
O

0
 
O
 

O
 

0
 

た
だ
、
同
氏
は
『
碑
文
』
の

「
枇
雖
遠
而
業
途
顕
、
人
雖
古
而
名

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

芳
猷

0

0

 

更
新
」
と
、

『
恨
風
藻
』
石
上
乙
廊
呂
評
伝
の
「
風
釆
日
新
、

配

mO
、
造
烈
蕩
然
」
と
の
両
条
を
対
比
さ
せ

、
そ
の
筆
致
の
相
似
を

も
っ
て

、
前
記
柿
村
氏
の
指
摘
を
補
足
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、

『
碑

文
』
は
決
し
て
三
船
文
学
の
指
標
た
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。

四

祗

井

氏

、
前
掲
害
―
―

1
0四
頁
以
下
o

（
昭
和
三
七
年
一

- 172-


